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内容

1.ロボット介護支援機器の科学的検証研究において
当検証チームが目指したもの

（自立支援の効果測定を通じ、ケアプランにロボット導入を組み込む）

２．検証に使用したロボット入浴支援機器の適用と自立支援効果
検証データの提示

３．ロボット介護支援機器の実際の導入
パーソンセンタードケアを重視した入浴サービスの導入

４．統計編



国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）
ロボット介護機器開発・標準化事業 「ロボット介護機器の科学的効果検証研究」

大内班：大内病院 松井敏史 ー 入浴マニュアル担当
東大班：東京大学 山中 崇 ー 移動マニュアル担当
杏林班：杏林大学 長島文夫 ー 排泄マニュアル担当

「ロボット介護機器の科学的効果検証研究」
⇒ロボットの「自立支援効果」（被介護者の）を検証する

介護現場とロボット開発企業の連携ーそれぞれのアートとサイエンスを
共通のプラットホームで扱う

介護側：ケアプランにロボット導入を組み込む（導入マニュアル）
開発企業側：ロボット開発の際にケアプランを念頭に入れる

ロボット導入の効果を示す際に、
介護現場側（ADL・認知機能他評価指標・ケアプラン)と
ロボット開発側（input & outputの各種ログデータ）そ
れぞれの特性を生かし、連携させるための仕組み（データ
ベース、サロゲートマーカー、マニュアル）を作ること。
⇒大内班が考える標準化作業とは、データベース、サロゲー
トマーカー、マニュアルを共用化
（両者が共通言語として使えるもの）としてまとめ、提案す
ることである。

1. ロボット介護機器の科学的検証研究において当検証チームが目指したもの



ロボット導入マニュアルの意味ーケアプランにロボット導入を組み込む
便利だから（使用者の介護効率や負担軽減）のみでロボットを使うのではない。
被介護者のニーズを満たすための、具体的なサービスとしてロボットを選ぶ

移動支援導入マニュアルより

1. ロボット介護機器の科学的検証研究において当検証チームが目指したもの

ケアプランで決めること
ニーズ（目的）、目標、サービス内容例

ケアプランは、被介護者を中心にすえ
多職種（多職種連携）で決めるのが理想

ケアプランとは？介護の内容は「ケアプラン」で決まります

ニーズ 長期目標 短期目標 サービス

大好きな入浴をして、
気分転換したい

通所入浴も併用し
デイに行く

訪問入浴で入浴機
械を増やす

入浴サービス

安全に入浴できるよ
うになりたい

入浴時のスムーズな
移動ができるように
なる

主治医と相談して
入浴回数・時間をき
め入浴

入浴サービス
リハビリ

外出して、友達に会
いたい

友達と約束をし、前
の日に入浴し、予定
どおり友達に会える

着替えをして、近所
を散歩する
友達と連絡を取り合
う

入浴サービス・整容
含む

ニーズ 備考 長期目標 短期目標 サービス

大好きな入浴をして、気

分転換したい
家族が高齢

家族が安全にロボッ

トを使用できる

訪問介護の際にロボッ

トを使用

入浴サービスにロボット

導入を検討する

安全に入浴できるようにな

りたい

脳卒中後

リハビリ中

自宅で入れるように

なる

デイの個浴風呂でロ

ボットを使い入浴でき

る

デイでロボットを導入す

る

リハビリ評価

一人で入浴したい

車いす

引きこもっている

恥ずかしい

信頼できる介護者

がロボットを使う

信頼できる介護者が

洗髪を行う

シャワー浴

訪問し話相手になる

ニーズが分かればロボットにより介護の選択肢が
広がります



検証に使用した、ロボット入浴支援機器

１）TOTOバスリフトⓇ （TOTO株式会社）

⚫ 浴槽に取り付けたシートが電動で昇降し、浴槽内での立ち

座りをサポートします。

２）バスアシストⓇ（ハイレックスコーポレーション）

⚫ 水圧式で座面が昇降し、入浴・出浴動作をサポートします。

２．検証に使用したロボット入浴支援機器の適用と自立支援効果



検証で用いたロボット入浴支援機器は、入出浴を支援します

２．検証に使用したロボット入浴支援機器の適用と自立支援効果



ロボット入浴支援機器の適用：車いすの方でも安心してお風呂につかる
ことができます

２．検証に使用したロボット入浴支援機器の適用と自立支援効果



ロボット入浴支援機器は、入出浴の自立を支援します。
TOTOバスリフト長期導入例（通所型介護施設）での入浴サービスにおける、各入浴動作
の所要時間。この日は午前で10名が入浴サービスを利用。うち3名は
バスリフト。車いす・杖歩行の方も介助なく（自立）短時間で出浴できている
（タイムスタディ調査ー1分毎に動作を観察記録）

２．検証に使用したロボット入浴支援機器の適用と自立支援効果



ロボット入浴支援機器は被介護者の入浴の際の動作ステップを減らし、
自立支援を促します（介護者の介護の度合いを減らします）

２．検証に使用したロボット入浴支援機器の適用と自立支援効果



介助者の身体的負担を減らすとともに、自立支援を促します

（TOTOバスリフトを長期使用している通所型デイサービスでの実証評価)

バスリフトの方

介護者の手首にFitbitⓇを装着、日常業務を、消費エネルギー
心拍数(サロゲートマーカー）の変化として見える化

入浴介助時は介護者の消費エネルギー、脈拍数は上昇

入浴介助は重労働です。ロボット入浴支援機器は、介護者の負担を減らすこともできます

TOTOバスリフト長期導入例（通所型介護施設）での介護者の1日の勤務を観察。
午前中は4名の入浴介助を行っています（4人目はTOTOバスリフトを使用）（左図）。
介護者の消費エネルギーと心拍数をリアルタイムに（Fitbit）で計測。
別な日に、通常バスリフトを使っている方をあえて、ロボットを使用せず入浴介助を行って
いただきました（右図）。その際はcase3の方の介助は安全のため、2名で介助を行いました。

２．検証に使用したロボット入浴支援機器の適用と自立支援効果



ロボット介護支援機器の導入ーパーソンセンタードケアを重視した入浴支援を
行うことができます。

３．ロボット介護支援機器の実際の導入



被介護者：81歳 男性（心機能低下による内部障害・要介護3）

使用する目的や
背景など

⚫妻は認知機能と視力低下があり、入浴介助は行えない。
⚫訪問看護師が週一回シャワー浴を行っている。

結果
⚫機器の導入により数年ぶりに湯につかることが可能となり、被介護者のEQ-5D-5L効用値上昇（図1）とやる気スコア
の低下（やる気の向上：図2）がみられた。

⚫被介護者から聴取した使用後のQUEST、PIADS（表）の総合点も高かった。
⚫被介護者から聴取したPIADSの3つのサブスケールの全てが上昇し、特に自尊感が上昇していた。
⚫介護者（看護師）から聴取した介護負担度の軽減が認められた（図3, 表）。
⚫週1回、訪問看護師によるシャワー浴のみだったが、ロボットを利用し定期的に湯につかることがが可能となり。訪
問看護師による入浴サービスの内容の見直しにつながった。

⚫被介護者の状態が良いときに医師の許可を得て、息子の介助による入浴の機会をもつことができた。

＊杏林大学医学部による検証データ

ロボット介護支援機器の導入例：自宅で入浴でき、入浴回数も増えました

３．ロボット介護支援機器の実際の導入



統計編
本研究班では、地域型認知症疾患医療センターの外来通院患者を対象に、入浴頻度と介

護認定状況および入浴介助サービスの現況について聞き取り調査を行いました。

調査対象者：高齢期外来へ通院する方337名（女性217名：平均年齢 81.6±6.7歳；
男性120名：平均年齢81.0±6.4歳）

調査時期： 令和1年11月～令和2年4月：聞き取り調査、調査票の回収率100％

1）入浴頻度は、同居者の有無でパターンが異なります 2）介護度により、入浴頻度は異なる

解析（Decision Tree Analysis）からわかったことは、①入浴サービス

の利用、②介護認定による介護度、③同居者の有無、により、被介護者の

方の入浴頻度が決まります。

４．統計編
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